











はみえないが、江戸市民にとってはこの一里半の違いが大きかったようである。 また、王子が四季を通じた行楽地とし 、多くの江戸市民を集めたのに対して、半田稲荷社が疱瘡除の強力 利益を与えても、それだけで 常時魅きつけることは きなかったようである。王子稲荷社と半田稲荷社の違いは、江戸市民の名所をめぐる日帰り行楽行動の範囲が、日本橋を中心に一〇キロメートルの範囲にとどまったことを再確認させてくれる。それでもなおかつ江戸市民が半田稲荷社に参詣したのは、疱瘡除の強力な利益を約束してく たからである。【キーワード】江戸、日帰り行楽圏、疱瘡、願人、半田稲荷社
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はじめに　
江戸が巨大過密都市となり、身近な自然を喪失していくなかで、日常






































































































第 155 集　2010 年 3 月





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　　　　『風俗画報』（（号　（（（（ 年 （ 月
66
国立歴史民俗博物館研究報告








したものである。こ をみると、最も古い奉納石造物は、享保一九年（一七三四）に新吉原江戸町桜屋岡田氏が奉納した石造水盤である。このことからも、江戸での半田稲荷信仰が展開して くのは、享保年間（一七一六～三六）からであることが再確認できる。また、半田稲荷信仰の江戸での発震源が遊廓である新吉原にあったと考えられる。 これは、前述したように、 疱瘡の痂と梅毒 瘡（かさ）が通じるものと理解され、疱瘡神が梅毒神としても信仰されていたからであろうか。　
また、享保年間以降、現在に至るまで、半田稲荷社が江戸・東京の個
























№ 名　　　　　　称 奉　　納　　年　　次 数量 奉　　　　　納　　　　　者 製　　作　　者
（ 石造水盤 享保 （（ 年（（（（（）孟夏大吉祥日 （ 基 新吉原江戸町桜屋，岡田氏
（ 石造標柱（正一位半田稲荷大明神） 元文 （ 年（（（（0）（ 月初午 （ 基 神田三河町 （ 丁目講中  石工喜八
（ 石造狐像 寛延元年（（（（（）（（ 月吉日
天明 （ 年（（（（（）（ 月吉日再興
（ 対 海野氏・坂本氏・筒井氏
飯塚桃葉再興
（ 石造燈籠 寛延 （ 年（（（（0）（ 月吉日 （ 対 牧野成賢
（ 石造鳥居藁座 宝暦 （（ 年（（（（（）（ 月再建
文化 （ 年（（（（0）（ 月吉祥日再建
文政 （ 年（（（（（）（ 月吉祥日再建
大正 （ 年（（（（0）（ 月吉日再建
（ 対 神田講中　　　　世話人内田平七他 （ 人，惣肝煎世
話人南茅場町　　　　右馬氏・白銀丁材木河岸山下
氏他 （ 人，京橋講中願主清水卯之助他 （ 人




（  （鉄製銘板） 文政 （ 年（（（（0）（ 月初午 （ 枚  南鍋町銅壷屋庄右衛門




（ 石造狐像基壇 文政 （ 年（（（（（）（ 月吉日 （ 対 江戸中橋南鞘町願主堺屋久兵衛 江戸数寄屋川岸石工喜六
（0 拝殿擬宝珠 弘化 （ 年（（（（（） 水野出羽守家来海野与左衛門外 （ 名奉納
（（ 龍に牡丹図（板絵着色絵額） 安政 （ 年（（（（（）（ 月吉日 （ 面 牛込馬場下横町山田屋吉五郎 野口幽谷画
（（ 子供連れ町人参詣の図（板絵着色絵
額）
文久 （ 年（（（（（）（（ 月吉日 （ 面 江戸岩付町桶屋治兵衛内金次郎・□□女・しめ女・
平助・忠一郎・小僧□人・下女 （ 人
（（ 石造白狐社鳥居奉献記念碑 慶応 （ 年（（（（（）（ 月吉日 （ 基 本所林町久保田豊作・深川東町中村屋藤兵衛・本
郷河内屋五兵衛・神田鍛冶町寺尾屋忠兵衛・亀有
世話人千馬田屋平助
（（ 石造御神水井戸石柵 慶応 （ 年（（（（（）（ 月（（日 魚かし中（世話人 （ 人），新富町 （ 丁目大新，しんば
（（ 人），銀座壱大 新，新富町 （ 丁目（（（ 人），小舟
町 （ 丁目（（（ 人），日本橋（（ 人），築地（（（ 人），新
富（（ 人），新富座（（（ 人､ 世話人 （ 人），新富町水
茶屋中（（（ 人），新橋料理人（（ 人），下谷原宿町（（
人），しんば中，猿若町（（人），本所　　　　町（（人），
根津　　　　垣町（（ 人），木挽壱（（ 人），室町 （ 丁目
万屋弥兵衛他 （ 人，馬喰町 （ 丁目に組鳶清五郎
（（ 石造幟立石柱 年不詳（現住恵潤代） （ 対 永久講，講元江戸通油町河村治八，世話人浅草黒
船町橘屋勇次郎・ 同茅町大坂屋岩蔵
市川石工長兵衛
（（ 石造鳥居藁座 年不詳 （ 対  四谷　世話人近江屋長三郎　他 （0 人 石工五兵衛
（（ 石造燈籠 延享元年（（（（（）（ 月吉日 （ 対  金町上村惣若者中 神田三川町石工喜八
（（ 石造狐像 明治 （（ 年（（（（（）（ 月 （ 対  牛込水道町錺屋清五郎













（（ 拝殿白狐敷石寄付記念碑 明治 （（ 年（（（（0）（ 月 （ 基 下谷竹町（（ 人），神田旅籠町 （ 丁目（（ 人），浜町 （
丁目（（ 人），浜町 （ 丁目（（ 人），本郷花町（（ 人），




人），市谷御徒町 （ 丁目（（ 人），神田平川町（（ 人），
東龍閑町（（ 人），神田今川小路（（ 人），本郷三組町
（（ 人），同松富町（（ 人），下谷坂本町（（ 人） ，本
所緑町 （ 丁目（（ 人），京橋長崎町（（ 人），浅草柳町
（（ 人），同下平右衛門町（（ 人） 他
石工森田常介
（（ 石造永代祈祷料奉納記念碑 大正 （ 年（（（（（）（ 月（日 （ 基 日本橋魚がし中喜 石工宮口平兵衛
（（ 石造狐像 昭和 （（ 年（（（（（）（ 月吉日 （ 対 深川荒島
（（ 石造玉垣 昭和 （（ 年（（（（（）（ 月吉日 （ 式 魚がし（（00 人），魚がし講，巣鴨（（ 人），本郷（（
人），金町半田稲荷講，橘講，天神講，東京龍神講，
神戸龍神講他
（（ 石造鳥居寄付記念碑 年不詳 （ 基 魚がし（（ 人），四日市（（ 人），日本橋小伝馬町（（
人），深川東町（（ 人），小石川茗荷谷町（（ 人）他
（（ 石造燈籠基壇 年不詳 （ 対 四谷
（（ 石造鳥居藁座 年不詳 （ 対 睦講
注）『葛飾区神社調査報告』（東京都葛飾区教育委員会社会教育課　（（（（ 年 （ 月），『葛飾区宝篋印塔・道標調査報告』（東京都葛飾区教育委員会社会教育課
　（（（（ 年 （ 月），葛飾区道標調査団編『葛飾区文化財専門調査報告書　葛飾のみちしるべ』（葛飾区教育委員会　（（（（ 年 （ 月），森朋久「石造物銘文
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表2　半田稲荷神社所蔵の講中札
表3　議員名簿・講中札・奉納石造物からみた半田稲荷諸講の変遷
№ 講　　　名 年　　　　　　次 法　　　　量 講　　　　　　　員
（ 半田牛込　栄続講 慶応 （ 年（（（（（）（ 月吉祥日 （0.0 × （0.（ × （.（cm 講元若狭屋治郎兵衛、世話人若狭屋権九郎・近江屋吉兵衛・尾州徳兵
衛・求友亭万吉・麩屋栄吉・亀屋富五郎・大工清次郎・三木屋鉄五郎・
袋物屋吉兵衛・鳶伝治
（ 半田社　開運講 明治 （ 年（（（（（）（ 月 （（.0 × （（.0 × （.（cm 世話人国広政之進・相模屋勇次郎・小原清次郎・吉野屋三木蔵・岡本
喜兵衛・十一屋伊兵衛・山本吉兵衛・藤戸喜兵衛・浪花町西山武兵
衛・に組権次郎、講元猿屋久兵衛
（ 淺草運授　一心講 明治 （ 年（（（（（）（ 月吉日 （（.（ × （（.（ × （.（cm 世話人
（ 半田社赤城下　月参講 明治 （ 年（（（（（）（ 月吉日 （（.（ × （（.0 × （.（cm 牛込赤城下　世話人中
（ 半田開運　長栄講 明治 （ 年（（（（（）（（ 月大安日 （（.0 × （（.（ × （.（cm 講元大工伴次郎、世話人鳶仁右衛門・左官平吉・家根屋伊三郎・鶴屋
吉五郎・大工万吉・鍛冶屋惣吉・船橋屋徳兵衛・鳶長八・大工金八
（ 半田稲荷　千隆講 大正 （ 年（（（（（）（0 月吉日 （0.（ × （（.（ × （.（cm 木村鉄次郎・高橋又四郎・小林鉄太郎・川辺卓三・豊島金太郎


























































注）『葛飾区文化財専門調査報告書　半田稲荷神社の歴史と文化財』（葛飾区教育委員会　（00（ 年 （ 月）から作成した。










江戸市民が、 半田稲荷社を参詣する場合、 あるいは、 目的地が別にあっ
て立ち寄った場合、どのようなルートをとった であろうか。公用で通行する場合は、水戸・佐倉道を利用しなければならなかったが、行楽気分で足の向くまま歩き回る時には、自由にルートを選んでいる。　
まず一般的なルートについて、地理科参詣型に属 往来物からみて











































































































































































































































































































崎町二丁目七、橋本町四六、 四谷天龍寺門前二、元鮫河橋北町二、芝新網町二五で、合計五カ所八三軒 橋本町が過半を占め、次いで芝新網町が多かった。この木賃宿を経営す 者は寮 と呼ばれ 願人宿は「ぐれ宿」ともいわれた。寮坊主は、触頭・組頭を中心 する役人上層であり、大蔵院の役人はこのころ九〇～一〇〇人とみられるので、人の約四割が願人木賃宿を経営していたこと なる。　
願人は修行勧進のみでは暮らせないので、木賃宿を経営したのだとい














月 芝　居　音　楽 所　　作 評 　判 絵　　　　師
正 月 長唄「吉書始」 傾城 大出来大評判
（ 月 長唄「半田稲荷」 坊主 歌川豊国，五渡亭国貞
（ 月 長唄「雛人形」 業平 　　　　 五渡亭国貞
（ 月 長唄「初かつほ」 いさみ商人 大出来大評判 　　　　 五渡亭国貞
（ 月 竹本「飾かぶと」 清正虎狩
（ 月 常磐津「祭礼」 台所唐人 歌川豊国
（ 月 常磐津「踊り」 田舎ごぜ 歌川豊国
（ 月 富本「亀戸祭」 鹿島踊 大出来大評判
（ 月 富本「月」 木賊苅 大出来大評判 　　　　 五渡亭国貞
１０月 富本「炉開使」 雇奴引抜替り
１１月 常磐津「雪」 鷺娘 大出来大評判
１２月 長唄「豆蒔」 金太郎 歌川豊国，軽雲亭国丸
表4　歌舞伎「四季詠高三ツ大」と浮世絵
注）伊原敏郎『歌舞伎年表』第五巻（岩波書店　（（（0 年 （ 月　（（（ ～ （（（ 頁），『国立劇場所蔵芝









































稲荷の幟竿」 という歌詞や、 赤一色の衣装と頭巾を身につけ、 首からは 「半田稲荷大明神」と書かれた箱を下げ、右手で鈴を振り、左手 「奉納半田稲荷大明神」と大書された幟を担ぐという板東三津五郎の舞台姿と、後述する願人の装束 、どちらが先行して たのかは、よくわからない。
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しかし、二月の所作として半田稲荷の願人がとりあげられたのは、それだけ当時の江戸市民に周知された存在であったということになろう。その後も、歌舞伎の舞台に、半田稲荷の願人が登場して る。　
文化一一年（一八一四）三月三日から市村座で、 「隅田川花御所染」
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ていた。長期間（通常六〇日間） わたるも については、その許可が記帳され 国立公文書館内閣文庫所蔵の「祠部職掌類聚」八に収録されている「開帳差免留」には元禄一四年（一七〇一）から宝永二年（一七〇五）の分が記帳され、国立国会図書館旧幕府引継書中の「開帳差免帳」には享保一八年（一七三三）から明治元年（一八六八）ま の分が記帳されている。　
江戸での出開帳については、信濃の善光寺如来、京都嵯峨清涼寺の釈




















        　　　
   三宝院
境内半田稲荷本社・末社等甚及大破、修復難叶自力ニ付、為助成稲荷神体并霊仏・霊宝等、来ル閏六月朔日より日数六十日之間 本所回向院境内おゐて開帳仕度旨、 辰四月中阿部主計頭方え願出候ニ付、同六月六日松平右京亮宅於内寄合 願之通差免之
　
四月に、半田稲荷社の別当三宝院が、寺社奉行阿部正精へ、半田稲荷



































武州葛西金町半田稲荷社建立已来経年久敷罷成候故、及大破候ニ付、普請為助成、当四月朔日より深川八幡於社内、開帳仕候、依之信心之御方々不限 多少御寄付之程、 偏奉希候、 尤御施主之面々御姓名誌可被下候、於神前家内安全・武運長久御祈祷抽、丹誠無懈怠勤行可仕候、已上                                        　　　　　
別当
天保七申年二月
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新よし原土手通り、聖天町・花川戸町          　　





     　































ので、普請費用の助成とするため、四月一日から深川八幡社内で開帳するので、信心する方は多少でも寄付をしてほしいという案内である。②は、半田社世話人が出したもので、半田稲荷大明神が三月三〇日の朝に、千住宿を出立して 三輪・金杉・新吉原土手通り、聖天町・花川戸町を通行する。仮屋神前の飾付けの品を奉納してくれる方は、早々に納めてほしい。開帳は、四月一日から六〇日間深川八幡宮で行うという案内である。③は、別当三宝院・講中世話人・惣同行が出したもので、今度深川八幡宮境内で 四月一日から開帳 。江戸入りの道順は三月二五日の朝、千住を出立して、浅草御蔵前八幡・柳橋 通って 同日中に深川八幡に到着するという案内であ 。江戸入りの日程が五日早まっているが、その理由は不明である また 前述 たように、これには講印が一九みられる。半田稲荷社の講中が、この時には少なくとも江戸 一九あったということになる。この裏面には 半田稲荷社の略縁起である 「半





№ 名　　　　　　　称 年　　　　次 数量 作　　製　　者 備　　　　　　考
（ （表）（江戸出開帳の案内）
（裏）（江戸出開帳の案内），御供米
天保 （ 年（（（（（）（ 月
天保 （ 年（（（（（）（ 月





天保 （ 年（（（（（）ヵ （ 枚 （ 面 別当三宝院 （法量）（（.（×（（.（×（.（cm
（ 半田社略縁起 弘化 （ 年（（（（（）正月 （ 枚 （ 面 日照山三宝院 （法量）（（.（×（（.（×（.（cm
（墨書）今般本社拝殿依再建令彫刻者也
（ 半田稲荷本社拝殿再建志願記 弘化 （ 年（（（（（）正月 （ 枚 （ 面 三宝院別当・世話人 （法量）（（.（×（（.（×（.0cm
（墨書）今般本社拝殿依再建令彫刻者也
（ 正一位半田稲荷大明神御祈祷月護摩供牘 嘉永 （ 年（（（（0）（ 月吉日 （ 枚 （ 面 日照山三宝院，願主小堀姓 （法量）（0.（×（（.（×（.0cm
（ （表）正一位半田稲荷大明神御祈祷護摩供札
（裏）半田稲荷神社御祈祷札
不詳 （ 枚 （ 面 日照山三宝院 （法量）（0.（×（（.（×（.0cm
（ （表）疱瘡御守，猿田彦太神，開運御守
（裏）御守祓
不詳 （ 枚 （ 面 （法量）（.（×（（.（×（.（cm
（ 御神体（荼枳尼天像） 不詳 （ 枚 （ 面 （法量）（（.（×（（.（×（.（cm
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ができず、 なんとか勧募によって社殿再建の費用を調達できたのである。江戸市民から疱瘡神として信仰を集め 半田稲荷社ではあったが、経済的基盤は、必ずしも安定していたわけではなかったよう ある。　
そこで半田稲荷社は、経済的基盤を安定させるため尾張徳川家へ接近
をはかっていくことになる。前述 たよう 、文化一四年（一八〇七）
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ことで、さらに江戸市民に周知されてもいった。　
しかし、江戸市民からの信仰を集め、多くの参詣者があったものの、
その割には、半田稲荷社や金町村 もたらされたものは、それほどのものはなかったようである。同じく江戸市民か 信仰を集めた王子稲荷社と王子村には、数多くの参詣者が訪れることで、大きな潤いがもたらされた いう。　
江戸からの距離が、王子稲荷社は二里半、半田稲荷社は四里と、さし






それ以外には、近隣に江戸市民を魅きつけ ような寺社は存在していない。柴又の帝釈天で知られる柴又村の題経寺へ足を延ばすに 、日帰りが難しくなってしまう。金町村周辺の田園風景や江戸川沿い 眺望はすばらしかったが、それだけ 江戸市民を魅きつけることはできなかったようである。さらに 開帳も、王子稲荷社は居開帳、半田稲荷社は江戸出開帳であった　
王子稲荷社と半田稲荷社の違いは、結局のところ、江戸市民の名所を




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Famous places for Edo citizens were places that promised "long-lasting energy" through interaction with 
nature and communion with the gods. Edo citizens started developing a wide range of excursion activities to 
famous places from the 18th century onwards, and various new sights were established in the suburbs of Edo. 
Most were within an approximate radius of two and a half ri (approx. 10 kilometers) from Nihonbashi. However, 
the Handa-inari-jinja shrine studied in this article was located in Katsushika-gun Higashikasai-ryo Kanamachi-
mura; a distance of four ri from Edo, and a day trip was not impossible. Edo citizens made the short trip to the 
Handa-inari-jinja shrine because the benefits it promised were more than worth the trouble. While medical 
science at the time involved only symptomatic therapy, the shrine promised to cure smallpox, which was often 
fatal at the time if contracted
Such relationship between the Handa-inari-jinja shrine and Edo citizens is observed from the existence of 
religious subjects, worshipping agencies, exhibiting a Buddhist image in Edo, etc. Because the worshipping 
agencies extolled the benefit of curing smallpox at the Handa-inari-jinja shrine in Edo, and Bando Mitsugoro 
danced on the Kabuki stage, the existence of the shrine was publicized further to Edo citizens. However, while the 
shrine was worshipped by Edo citizens and attracted many visitors, this still did not bring much prosperity to the 
Handa-inari-jinja shrine and Kanamachi-mura. This is the major difference from the Oji-inari-jinja shrine and Oji-
mura that were also worshipped by Edo citizens.
The Oji-inari-jinja shrine was two and a half ri and the Handa-inari-jinja shrine was four ri from Edo. The 
difference of just one and a half ri seems small but may have been significant for Edo citizens. While the Oji-inari-
jinja shrine attracted a number of Edo citizens as an all-seasons resort, it seems that the Handa-inari-jinja shrine 
could not do so on a steady basis, even given the strong benefit of curing smallpox. The difference between 
the Oji-inari-jinja shrine and the Handa-inari-jinja shrine leads us to conclude that Edo citizens made one-day 
excursions to famous places within the range of 10 kilometers around Nihonbashi. Despite the above, Edo citizens 
still visited the Handa-inari-jinja shrine because of its promise to cure smallpox.
Key words: Catipal city Edo, in the suburbs of Edo make a day's trip, smallpox, worshipping agency, Handa-inari-
jinja shrine
Edo Citizens and the Handa-Inari-Jinja Shrine in Kasai Kanamachi-Mura
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